
様式第 60（第 39 条関係） 

 

計量証明事業登録申請書 

 

                             令和○○年〇月○日 

 

東京都計量検定所長 殿 

                          

申請者 住所 東京都新宿区西新宿○丁目○番○号 

氏名  △△会社□□□ 

 代表取締役 ○○○○  

 

    次のとおり、計量法第 107 条の登録を受けたいので、申請します。 

 

１  登録の有無、登録の年月日及び登録番号 

      なし 

２  事業の区分（※） 

濃度（大気、水又は土壌中の物質の濃度） 

３  事業所の所在地 

    東京都江東区新砂○丁目○番○号 

４  計量証明に使用する特定計量器その他の器具、機械又は装置の名称、性能及び数 

  別紙１参照 

５  計量士の氏名、登録番号及び計量士の区分又は計量法施行規則第４０条第３項に

規定する条件に適合する知識経験を有する者の氏名並びにその者の職務の内容 

    計量士の氏名：○○ ○○ 計量士の区分：濃度関係（騒音・振動関係） 

登録番号：第○○○号 職務の内容：□□□□□□□□□□□□□ 

 

備考 

１ 用紙の大きさは、日本産業規格 A4 とすること。 

 ２ 第２項の事項は、濃度又は特定濃度の計量証明の事業にあっては、大気、水又は土

壌の別についても記載すること。 

 ３ 特定濃度の登録には、第 49 条の５第１項に規定する認定証の写しを添付すること。 

 ４ 第４項の事項は、別紙に記載することができる。 

記入例 

申請日を記入してください。 

登録する住所、会社の名称等、及び代表者

の氏名を記入してください。（事業所と本

社が別の場合は本社になります） 

既に他の区分で登録している方はその内容を、

新規登録の方は「なし」を記入してください 

登録を受けたい区分を記入してください。 

分析・測定を行う場所 

の住所を記入してください 

別紙に記入して別紙を添付してください。 

事業規程にも同じ項目がありますが、事業規程で

は保管、検査及び整備の方法に関する事項になり

ます。 

※（濃度区分）対象物質の分析方法に応じ必要と

なる分析機器又は分析装置及び標準物質の確認

ができるように表を作成してください。 

計量士の氏名、登録番号、計量士の区分、職務の内容

を記入してください。職務の内容は管理内容全般を簡

潔に記入してください。 


